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4.1.11 4.1.10 (a) 1 12 12UTC GSM (b) 1 11 12UTC GSM
(c) 1 10 12UTC GSM



77

1 11 12UTC
4.1.12 2

500hPa

4.1.12 GSM
3

GSM

(2010)
(ECMWF) 4

10 12UTC 500hPa 5160 5400m
5400 5640m

3
11 12UTC

GSM

(UKMO)
(NCEP) 4

3

EPS EPS

4.1.13 2013 1 14 12UTC
6

35
6 10mm

4.1.13

5 9 12UTC
4 10 12UTC

35
5 40%

4 50%
2 3

10mm
5 20% 4

40% 5 4

EPS
GSM 1 4

GSM

GSM
MSM
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4.2 2013年4月6日から7日にかけて発達した低気圧1 

 
4.2.1 はじめに 

2013年4月6日から7日にかけて、日本付近を低気

圧が発達しながら通過し、西日本から北海道にかけ

ての広い範囲で強い降水や強風をもたらした（以下、

本節内では本事例と表記）。本節では、本事例につ

いてGSM、MSM、週間アンサンブル予報システム、

及びGSMガイダンスの予想の特徴について解説を

行う。 
次項以下では、第4.2.2項で本事例の実況について

簡単に記述する。第4.2.3項では全球モデル(GSM)
の予想結果について、第4.2.4項では週間アンサンブ

ル予報システムの予想結果について、それぞれ特徴

を記述する。第4.2.5項ではMSMの予想結果をGSM
の予想と比較しながら、本事例での下層の風の予想

についての特徴を解説する。第4.2.6項では太平洋側

で観測された強風について、 GSMとGSMガイダン

スの予想を、観測と比較しながら検証する。第4.2.7
項では MSMとGSMの予想の降水の特徴とその要

因について解説し、更に第4.2.8項では他の事例を引

用した説明も交えて、 GSMとMSMの予想に違いが

生じうる要因について考察する。 
 

4.2.2 実況 

図4.2.1に、本事例について6時間毎の低気圧の中

心位置、及び中心気圧を示す。4月5日21JSTに東シ

ナ海で発生した中心気圧1002hPaの低気圧は、6日
の日中には対馬海峡を通って日本海に入り、急速に

発達しながら北東進した。7日09JSTには秋田沖で

                                                      
1 4.2.1, 4.2.9 坂本 雅巳、小泉 友延、原 旅人、4.2.2～
4.2.5 坂本 雅巳、4.2.6 小泉 友延、4.2.7, 4.2.8 原 旅人 

中心気圧が972hPaとなり、同日21JSTに渡島半島付

近まで進んで不明瞭になった。一方、6日03JSTに
東シナ海で前述の低気圧の南に発生した中心気圧

996hPaの低気圧は、同日九州の南から四国・紀伊

半島の太平洋沿岸を通過した。7日朝までに東海・

関東の沿岸を通過し、同日09JSTに金華山沖に達し

 
図 4.2.1 低気圧の中心位置、及び中心気圧。時刻は

日本標準時(JST)。 

 

 

 
図 4.2.2 速報天気図（数値は気圧で、単位は hPa）と

気象衛星ひまわりによる水蒸気画像の合成。a:4 月

6 日 09JST、b:6 日 21JST、c: 7 日 09JST。 


































